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第６７回 全国高等学校ＰＴＡ連合会大会静岡大会参加報告書 

 

 ○日 程 平成２９年８月２４日（木）９：００～１６：３０ 

 

 ○会 場 静岡県小笠山総合運動公園エコパ エコパアリーナ 

 

 ○参加者 近藤会長、名嶋副会長、大山校長 

 

 ○内容等 概要については、大会要項のほか次のとおり。 

 

 

メイン会場の静岡県小笠山総合運動公園エコパ（正面はエコパスタジアム） 

 

全体会会場のエコパアリーナ（本大会参加者数は約 9,500 名） 
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４ 

 

【基調講演】１０：５０～１２：００ 

 

 

 １ 演題 「戦国武将に学ぶ子育てと人づくり」（大会要項Ｐ３４） 

 

 ２ 講師 静岡大学名誉教授 小和田 哲男 氏 

 

  

３ 講演の所感 

   現在放送されているＮＨＫ大河ドラマの時代考証もされている氏が、歴史は

単に過去の出来事ではなく、未来につながっているという観点から、現在のよ

うに学校のなかった時代に、先人がどのように子育て、人づくりを行っていた

のかについて語られた。 

   

○戦国時代は、江戸時代の寺子屋とは違った意味で、禅寺が武士の子息の学校

の役割を果たしており、学問や和歌などの教養だけでなく、政治や兵法など

についても教わっており、禅僧は軍師としての側面もあった。今川義元、上

杉謙信、伊達正宗などにも、それぞれ優れた軍師（禅僧）がいた。 

   

○子どもへの教育には、遺言が重要な役割を担っており、現在の財産分与等で

はなく、例えば名将の条件として、大敗を経験していることの重要性などが

伝えられた。また、武辺咄という自分の成功談や経験を子どもや孫たちに語

たり、内容を文章に残すなどにより、子育て、人づくりに役立てられた。 

   

○北条家では、部下の良いところを評価して、適材適所の人材登用が大切だと

教えられており、「人間に屑はいない」として、子どもや家臣の才能を見出し、

伸ばし、生かすことが実践されていた。 

  

○織田信長も能力本位の人材登用を行っており、戦場における武力の面では脆

弱であった秀吉の話術による諜報力について高く評価し活用した。具体的に

は、難攻不落の稲葉城（岐阜城）を相手方の寝返りを唆すことに秀吉が成功

し、そのタイミングで信長は戦を仕掛けて勝利した。 

   

○徳川家康も「宝の中の宝は家臣」とし、また、家臣は自分の好きな人ばかり

ではいけないと言っている。（お友達ばかりで固めてはダメ）なお、譜代や親

藩などを重用したようにいわれるが、「忠臣の子は忠臣」として敵の子息でも

登用し、その孫を最終的に老中に任ずるなどの抜擢も行っている。 

  

○現在のような教育制度は勿論無かったが、学校教育だけでなく生涯教育に 

通じる人づくりの工夫が、最終的に戦国時代を勝ち抜く基礎となった。 
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【研究発表】１４：００～１６：３０ 

 

１ テーマ     「ネットトラブルの予防と対策」（大会要項Ｐ４０） 

 

２ 基調講演講師  株式会社ＫＤＤＩ総合研究所 斉藤 長行 氏 

 

３ 講演の所感 

  現代の社会生活において、スマートフォンは必要不可欠であり、それは青少

年についても同様である。 

  しかし、スマートフォンなどによるインターネット環境が身近なものになっ

たことは、様々な危険も身近になってしまい、日本だけでなく世界的に対応が

求められる喫緊の問題である。 

  こうした危険に対するためのインターネットリテラシーは、青少年に比して

大人の方が高く、大人によるケアをきちんと行うことで、青少年のインターネ

ットリテラシー（インターネットの使用やインターネットによるコミュニケー

ション、プライバシー保護等の能力）を向上させ、ネットトラブルの予防と対

策に取組んでいくことが大切である。 

 

 


